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中学校 外国語科（英語） 学習指導案 

指導者 山岡 大基 

日  時 令和 2 年 12 月 4 日（金） 第 2 限 9：40～10：30  
場  所 第 4 研修室 
学年・組 中学校 1 年 A 組 41 人（男子 21 人 女子 20 人） 
単  元 英語で記録文を書く 

Lesson 9 Four Seasons  
New Crown English Course 1（三省堂）  

目  標 過去の出来事について情報を整理して書く。 

 

指導計画（全 11 時間） 
 第一次 教科書本文の内容・言語材料の理解 3 時間 
第二次 動詞の活用と品詞転換の理解 4 時間（本時 1/4） 
第三次 過去の出来事について情報を整理して書く 4 時間 

 

授業について 

英語の授業としては週 4 時間を「英語 1」3 時間，「英語 2」1 時間に分けて運用している。「英

語 1」では，主に教科書を用いて，言語材料と言語活動の総合的な学習を展開している。本単元

では，日本の中学校に通うアメリカ人生徒 Emma が，日本での学校生活を振り返るブログ記事を

書いているという状況で，過去の出来事を述べる場面が設定されている。言語材料は動詞の過去

形であり，付随して時や場所を表す副詞類の学習が焦点化される。言語活動の面では，過去の出

来事を時系列で整理して述べる技能を育てる活動を設定することができる。 
一方「英語 2」では，主に文法事項の体系的な学習を行っている。本単元では，過去時制の文

の作り方や不規則変化動詞の活用を学ぶ。また，直近の単元で法助動詞 can および現在進行形を

学んでいることから，動詞の準動詞化（時制・人称・数を表示する機能を失う・活用語尾が付く

と形容詞・副詞の機能を併せ持つようになる）という現象の理解が始まっている。このことを踏

まえ，-ing 形の品詞転換機能を焦点化し，動詞を柔軟に運用することで，より幅広い事柄が表現

できる力を育てたい。 
学習形態については，新型コロナウイルス感染症の影響から，4・5 月の休校期間における家庭

学習のみならず，学校再開後の対面授業においても，個人単位での学習活動を主体とすることを

余儀なくされている。しかも，中学 1 年生の場合，英語を体系的に学ぶのはこれが初めてであ

り，他者の補助なく英文を理解するのは，言語事実を統合・一般化して捉えるのが苦手な生徒

や，個別学習のスタイルが適合しない生徒にとっては例年に増して困難が大きい。 
そこで，記号付与による補助を行い，生徒の理解を支援することを，休校期間から継続して試

みている。また，教科書では随時・散発的に扱われるが実際は関連の深い項目を整理して体系立

て，英語という言語の性質に沿って学習ができる教材を開発し，特に習熟度の低い生徒の支援を

目的として指導に取り入れている。 
そのような背景において，本単元では，生徒個々が動詞の品詞転換と，それと関連する事象に

ついて，暗記と反復訓練だけでなく，各自が持てるツールやリソース（記号・辞書・既習事項

等）を活用して学びを深めることを「探究的学習」と捉え，学習活動を仕掛けたい。 
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題  目 探究的なプロセスによる知識・技能の習得 
 

本時の目標 
 1. 動詞の品詞転換について理解する。（知識・技能） 

 

本時の評価規準（観点／方法） 
 1. 動詞の品詞転換について理解している。（知識・技能／ペーパーテスト） 

 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

1. 帯活動 
 
 
 
2. 復習 
 
 
 
 
 
3. 導入 
 
 
 
 
 
 
4. 説明 
 
 
5. 練習 
 
 
 
 
 
 
 
6. 次時への接続 

・不規則変化動詞活用表を音読す

る。 
・チャンツを練習する。 
 
・現在進行形および法助動詞の文で

の動詞の語形と機能の変化につい

て既習事項を確認する。 
・品詞の概念について既習事項を確

認する。 
 
・現在進行形以外の動詞の-ing 形を

含む英文を聞いて，意味を推測す

る。 
・聞いた英文のスクリプトを読み，文

構造がどのようになっているのか考

える。 
 
・『構文で学ぶ英文法』を参照し，動

詞の品詞転換について理解する。 
 
・動詞の-ing 形を含む英文を聞い

て，意味を推測する。 
・聞いた英文のスクリプトを読み，記

号を付与する。 
・記号付与した英文を日本語に訳

す。 
・文構造と意味について他の生徒と

意見交換をする。 

・母音の変化を正確に発音するこ

とに留意させる。 
 
 
 
 
 
・品詞は他の語との関係性で決ま

ることを意識させる。 
 
 
 
 
・独力での解釈を支援する。 
 
 
 
・復習した内容と関連付けた理解

を促す。 
 
 
 
 
・独力での解釈を支援する。 
 
 
 
 
・次時に向けての家庭学習課題を

示す。 
備考 

 

見通す 

慣れる 

試行錯誤する 
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（１）授業で使用したワークシート（授業時の電子黒板による書き込みを含む） 

英語２ 
１．Review 復習 

 

Ken  likes  video  games. 

 

But  he  does  not  play  them  every  day. 

 

He  is  studying  English  today. 

 

Every  day  is  special  for  him. 
 
 

 
２．Dictation 書き取り 
（昨日の答え） 

 One day, I was walking along the main street of the town.              

 I had lots of bags with me after buying Christmas presents for my friends.    

 The bags were very heavy, but I had to walk.                        

 I saw a lot of cars running on the road.                            

 I gave a sigh.                                              

（上の続き） 
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３．Translation 和訳 
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（２）ディクテーションのスクリプト 

 

前時に使用した英文 

One day, I was walking along the main street of the town. 
I had lots of bags with me after buying Christmas presents for my friends. 
The bags were very heavy, but I had to walk. 
I saw a lot of cars running on the road. 
I gave a sigh. 
 

本時で使用した英文 

Then, one of the cars stopped near me, screeching. 
I was surprised and looked at the driver. 
The driver was Ms. Cameron, my piano teacher. 
She found me walking there with a lot of bags. 
Driving home with her was easy and fun. 
I thanked her. 
 

次時で使用する英文 

One day, a detective was walking along the main street of the town. 
He was hungry after walking around for many hours. 
He wanted to have lunch. 
He looked into some stores and he saw a lot of people shopping in them. 
Then, he found a bakery and went into it. 
Nobody there saw him coming in. 
He looked at the shelves quickly and found some cheese. 
He took a small piece of it with his mouth. 
He also found some small breads like balls. 
But his mouth was full with the cheese, so he did not take them. 
He went out of the bakery without paying for the cheese. 
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（３）オリジナル教材『構文で学ぶ英文法』抜粋 
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（４）授業者による授業説明 

 

１．帯活動（１） 
不規則変化動詞活用表を，授業者の範読により chorus repetition する練習を行った。 
これを行う理由は次の２点である。 
（１）過去形を導入する単元であり，さまざまな動詞の過去形に習熟させるため 
（２）英語のフォニックスの練習材料として適しているため 

なお，単元としては過去分詞の導入はまだ先であるが，この時点で過去形と併せて導入し，習熟さ

せておくことで，以後の学習が円滑に進むと考え，この単元ですでに練習させている。 
 
１．帯活動（２） 
チャンツを行った。 
本時で扱ったのは，I know an old lady who swallowed a fly. というものである。原作を，教育的観点

から授業者が改変したものを使用している。 
チャンツは，英語の強勢拍に習熟させるため，年度当初より，練習する英文を変えながら継続して

実施している。 
このチャンツには，不定詞や関係代名詞といった未収の構造が含まれているが，文法として扱うこ

とはせず，音声として習熟するように指導している。 
上述の過去分詞と同様に，それが主たるターゲットになる単元に先行して，その形式だけを口頭で

練習させておくことで，以後の学習が円滑に進むことを期待する意図もある。 
 
２．復習 
直近の単元では，法助動詞を扱った。 
助動詞に関しては，一般動詞を扱った際に，否定文・疑問文で使われる do / does が助動詞の一種で

あるという指摘をもって導入している。 
その後，現在進行形を扱う際には，現在進行形を作る be 動詞も助動詞の一種であることを確認し，

そこまでの理解を前提として，法助動詞の指導を行っている。 
その一連の指導の中で，同じ語句でも，文中では異なる品詞で使われる場合があること，さらに，

助動詞と動詞のように，先行する語句が後続する語句の語形に影響を及ぼすことを生徒は学習した。 
本時では，そこまでの学習を踏まえて，２つの文に表れる every day という表現が，それぞれ異なる

品詞として使われていることへの気づきを促すことで，上述の学習内容を想起させることを意図した。 
 
３．導入 
前時にディクテーションを行っている。 
書きとる英文は，授業者が創作したオリジナルのものであり，ストーリー性を持たせてある。 
意図としては，現在進行形以外の-ing 形を含めていることと，生徒にとっての未知語をあえて混ぜ

ていることである。その意図は， 
（１）同じ語句が異なる品詞で使われるという知識を活用させること 
（２）聞こえた音と自分の理解しているスペリングの規則とを照合して文字化すること 

であった。 
前時では，一連のストーリーの前半部分を書きとらせた。 
本時では，後半部分を授業者が読み上げ，生徒に書きとらせた。 
読み上げる速さやポーズの置き方を変えて難易度を調節しながら何度も読み上げ，生徒がある程度
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書き切ったことを確認して，次の展開に移った。 
生徒どうしで書きとった英文を照合させ，各自の聞き取りの自己修正を促した。 

 
４．説明 
オリジナル教材『構文で学ぶ英文法』の記述を参照させ，同じ語句でも文中の位置関係により異な

った品詞として使われる場合があることを指摘し，書きとった英文中の-ing 形が，それぞれどの品詞

として使われているのかを考えさせた。 
 
５．練習 
同じ英文を再度読み上げ，品詞の理解に基づいて，再度の自己修正を促した。 
正しいスクリプトを提示し，各自で自分の聞き取った英文の正誤を確認させた。 
正しいスクリプトに基づき，英文和訳をするように指示した。 
その際，継続して使用している記号を付与しながら訳すことを求めた。 
これは，各語句の品詞を意識させ，品詞の配列から構文を視覚化し，明確な根拠をもって和訳する

ことを促すためである。 
各自が訳した和文を生徒どうしで照合し，各自の訳出の自己修正を促した。 

 
探究という観点からは，２つの仕掛けを行っている。 
（１）ディクテーション 
聴こえてきた英文を書きとる活動自体はシンプルなものであるが，外国語の音声を正しく文字化す

るのは決して容易ではなく，聴こえてきた音と，自分が理解しているつづり字規則を照合して書きと

らなければならない。中学校入門期の生徒にとっては，自分の持てるリソースを最大限に活用するこ

とが求められる。これは，まさに習得した知識を活用しながら未知の課題解決を図るという意味で，

探究的な学習といえる。 
 
（２）英文和訳 
ディクテーションと同様に，眼前に見えている英文を日本語に訳すこと自体はゴールの明確な活動

である。しかし，単に辞書で調べた語句の意味をつなぎ合わせ，日本語としてなんとなく意味が通る

ようにかき混ぜるといったやり方では，英語という言語の仕組みを正しく理解しているとはいえない。

記号付与によって英文の抽象的な構造を視覚化し，その理解に基づいて，根拠をもって和訳をするこ

とは，やはり辞書や既習の知識といったリソースを活用しながら，生徒自身が試行錯誤することを促

し，すなわち，探究的な学習につながる。 
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（５）協議会における授業説明用スライド 
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実践上の留意点（英語） 
 
１．探究的な学び 
探究的な学びを起動するために，本時の授業では２つの仕掛けを用いた。 

（１）ディクテーション 
聴こえてきた英文を書きとる活動自体はシンプルなものであるが，外国語の音声を正しく文字化す

るのは決して容易ではなく，聴こえてきた音と，自分が理解しているつづり字規則を照合して書きと

らなければならない。中学校入門期の生徒にとっては，自分の持てるリソースを最大限に活用するこ

とが求められる。これは，まさに習得した知識を活用しながら未知の課題解決を図るという意味で，

言語材料に関する探究的な学習といえる。 
 
（２）英文和訳 
ディクテーションと同様に，眼前に見えている英文を日本語に訳すこと自体はゴールの明確な活動

である。しかし，単に辞書で調べた語句の意味をつなぎ合わせ，日本語としてなんとなく意味が通る

ようにかき混ぜるといったやり方では，英語という言語の仕組みを正しく理解しているとはいえない。

記号付与によって英文の抽象的な構造を視覚化し，その理解に基づいて，根拠をもって和訳をするこ

とは，やはり辞書や既習の知識といったリソースを活用しながら，生徒自身が試行錯誤することを促

し，すなわち，探究的な学習につながる。 
 
２．文脈の中での学び 
言語学習においては，意味のある文脈の中でターゲット項目に触れることが有効とされる。言語材

料の学習は，しばしば脱文脈的なセンテンス単位の例文を用いて行われるが，これは，文脈のサポー

トなく，英文の形式だけを学ぶことを強いるので，効果的ではない。 
本時では，復習のために用いた英文，ディクテーションのために用いた英文，さらには，文法の知

識を導入するために用いた『構文で学ぶ英文法』で提示される英文のすべてにストーリー性を持たせ

た。有意味なストーリーの中でターゲットの言語材料に触れることで理解が促され，授業後に復習す

る場合も，授業中にどのようなことを学習したかが想起されやすくすることを意図した。 
 
３）コアとなる教科内容を重視した学び 
本時の授業者は，英語という言語に習熟するためには次の２つの習得が不可欠と考えている。 
（１）強勢拍リズム 
（２）品詞と品詞の関係 

（１）については帯活動の中で継続的に訓練を行っている。（２）については，品詞という抽象的な

概念を初学者にとって操作可能な具体物にするため，記号付与という手段を用いて指導している。 
現今の英語教育の潮流では，USE に重きが置かれ，意味のやり取りを目的とした活動を数多く経験

する中で，形式についての学習も促すことが強調されている。そのこと自体は誤りではないが，一方

で，そういった implicit な学習を得意としない生徒がいることにも，常に留意しなければならない。 
（１）（２）のようなコアとなる教科内容は，meaning-focused な活動の中では等閑視されがちであ

るので，本時のように form-focused な活動も併用する中で焦点化することで，さまざまな学習スタイ

ルの生徒に幅広く対応することが可能になると考えている。 
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